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高校文化部のインターハイと呼ばれる「第45回全国高等学
校総合文化祭2021わかやま総文」が７月31日から８月６日ま
で開催された。昨年のこうち総文は中止され、今年も直前に
主要都市で緊急事態宣言が出る中、コロナ対策を徹底したう
えでの開催だった。８月４日～６日の３日間で行われた新聞
部門に本校からは新聞部２年生部長（竜）・副部長（川）の
２名が参加した。遠出もままらない昨今、和歌山の街を味わ
い尽くす２泊３日の総文旅ができたことに感謝するとともに、
皆さんに和歌山の魅力をお届けしたい。

和歌山城は小高い丘にそびえ立ち、街
の各所から見ることができる。白亜の天
守閣と呼ばれ、市民から親しまれている。

和歌山城は何度も無くなっていて、現
在のものは昭和に建設されたもの。木造
ではなく鉄筋コンクリートだ。滋賀にあ
る国宝彦根城は、築城から現在まで一度
も建て替えられていない。勝ち負けがあ
るかは知らないが、勝ったなと思った。

そんな和歌山県民に聞かれたら怒られ
そうなことを考えながら天守閣に登る。

炎天下、目の前に続く階段と坂。階段
は行く手を阻むかのように急で、やる気
を削ぐには十分すぎた。地面はゴツゴツ、
段の間隔は少しずつ違う。登っていくリ
ズムがつかめない。これが城の防御策・・・！
と感心しながら汗だくでようやくたどり
着いた天守閣。海からの風も心地よく、
和歌山市内を一望できた。

和歌山市に来る前に「滋賀と同じくら
いの田舎だろう。どうせ行くなら紀南に
行きたい」などと思っていた。しかし
「和歌山市の方が都会じゃないか」と現
地にてしみじみ感じる我々一行。高２の
夏の良い思い出となった。
そうぶん期間中に「まん防」が発令さ

れた滋賀。帰ったらハードな編集作業が
待っているとは、この時はまだ知らない。
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八幡工高新聞 年間紙面審査賞 優良賞を初受賞

新聞部門の開会式と表彰式は感
染対策のためzoomで各会場をつな
ぎ実施された。本校新聞部は年間
紙面審査賞優良賞を初受賞した。

全国から集まった高校生はラン
ダムに班編成され、和歌山県の観
光地や名所を取材し、交流新聞を
作成した。Ｂ４両面の新聞を７名
ほどでつくる。担当記事を持ち帰

り、ホテルで夜な夜な作成してい
る人も大勢いた。ちなみに自分も
その中の一人だった。
班の仲間といえど初対面の間柄。

最初はみんな遠慮がちなものの、
新聞作成を終えるころにはすっか
り打ち解けて、気兼ねなく言葉を
交わすことがで
きた。（川）
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和歌浦というのは、和歌山県北部に広がる美しい海岸の
事である。この景色には数多くの旅人が魅了されてきた。
大仏をつくったことで有名な聖武天皇もその一人。長い

時間をかけて都から訪れるくらい魅了された。
確かにこの景色は美しいと思った。しかし、都から長時

間かけて訪れるほどだろうか。それはおそらく、僕が和歌
山までくるのに特急を使ったからだろう。時間にして二時間半ほど。
昔は長旅の道中でまだ見ぬ景色を想像しながら旅をしたのだろう。実
際に景色を見た時の感動は相当だったに違いない。
山部赤人もその旅に同行し、景色に感銘をうけた。そして短歌二首

長歌一首を遺した。昔の人の豊かな感受性が羨ましいと思った。

若の浦に 潮満ち来れば 潟をなみ
葦辺をさして 鶴鳴き渡る

万葉集巻六・九一九 山部赤人
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海なし県民
くじらを食べる

何の変哲

もない竜田

揚げ。見た

目的なイン
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い。しかし

口に入れた瞬間、魚やお肉とは全く違う風味

がいっぱいに広がる。たとえるならば、馬肉

のような赤身の濃厚な味わい。

食感はまるであん肝のように柔らかく、少

しねっとりとした感じ。昔食べたくじらは鶏

のようなパサパサとした感じだったので、本

場はこうも違うのかと驚いた。なんにせよ滋

賀では味わうことのない美味しさだろう。

くじらを初めて食べた

記者(竜)は、味のインパ

クトの強さにしばらくの

間フリーズしていた。
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←メイン会場前で無表情を決め込む2年生コンビ（川）と（竜）
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↑最上階から大阪湾方面を臨む

（竜）（川）
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全国大会
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〓和歌山グルメリポート〓
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↑完成した交流新聞

はっちｰクイズ答え A２マスクを浮かせて話すことがダメ(・・ではないだろうかと会場の開智高校生徒と落ち着きました) 皆さんも話す時、マスクをフカフカ浮かせてませんか？
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